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リフォームの目的から具体的な計画を立てましょう。
この時点での情報収集も大切なポイントです。

▲

「時期、期間は？」

▲

「予算は？」

Step.1

▲

「実績や業務内容を吟味。信頼できる事業者？」

Step.2

▲

「施工業者の事業内容が
リフォーム目的と合致している？」

契約前に疑問点・不安点は徹底的に確認しましょう。見積書・
提案書や契約書だけでなく、打ち合わせの際の資料やメモ
など書類にはしっかり目を通し、保管しておきましょう。

▲

「数社同じ条件で見積書を提出してもらい検討した？」

▲

「工事に向けての準備や近隣への周知は大丈夫？」

▲

「工程表に基づいて進んでいる？」

Step.3

定期的に施工業者から報告・連絡を受けるようにしましょう。
また、不安がある場合は施工業者の担当者を通じて確認する
ようにしましょう。

▲

「変更・追加などが発生していない？」

▲
「事業者立ち会いの下、確認をし説明をうけた？」

Step.4
▲

「今後のメンテナンスや保証先を確認した？」

改装の範囲で変わっていきますA
建物の一部分の改装もリフォームですし、全面改装でも
リフォームです。当然のことですが、手を加えれば加える
程かかる費用は増えていきます。例えば、畳敷きの6畳間
をフローリングに替える場合は十数万円ですが、家全体
に及ぶ大掛かりな改装の場合は、建替えの方が安くなる
事もあります。

Q

２～３社は候補を挙げて比較しましょうA

▲

費用の安さで決めずに、契約内容に納得した上で
　契約をかわしましょう。

▲

建築士や増改築相談員などの資格者がいるか
　確認しましょう。

▲

経験豊富で実績がある事業者かどうか
　確認しましょう。

▲

アフターフォローはどうなのか、
　必ず確認しましょう。

A
B C

Q

まずは現在の不満点を挙げてみましょうA
現在のお住まいの不満のある所をリストアップする事を
おすすめします。そうする事でただ漠然と不満に感じて
いた事も具体的に検討出来るようになり、優先順位を
つけて内容の整理もしやすくなります。
また、キッチンなどの設備の取り替えをお考えの場合は、
ショールームなどで実際に見て触ってみる事も重要です。

Q
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住宅設備の補助金制度

リフォームする時に設置する住宅設備
の中には、国や地方自治体などで、購入
に関しての補助金制度が整っているもの
があります。環境に配慮したエコ関連
の設備機器などは、制度が設けられて
いる場合が多いです。
補助金制度を上手に活用するためには、
どんな補助金制度があるのか、内容も
含めて事前に確認してみましょう。

住まいの整備に関する補助金

介護保険制度では、「要支援1～2」や
「要介護1～5」と認定された方が、自宅
で生活をしやすい住環境にするための
手すりの取り付けや段差解消などの、
住宅改修に対して費用が支給されます。
また介護保険制度とは別に、高齢者向け
や障がい者向けに住宅改修に助成金を
支給しているところもあります。工事を
お考えの際には事前に自治体に相談
してみると良いでしょう。

バリアフリー住宅

自然塗料 業者の探し方

最近では自社ホームページを持っている
リフォーム会社も多いようです。ポスト
に入ってくるチラシも情報収集のチャ
ンスです。またご近所や知り合いで
リフォーム工事をした家があったら、
その会社がどんな対応だったか聞いて
みるのも一つの手です。

リフォームと建築基準法

バリアフリー住宅は、お年寄りや障がい
を抱えている方でも住みやすい生活を
おくれる住宅のことです。床の段差を
なくしたり、階段に手すりを取り付ける
などいつまでも
安全で暮らしや
すい家で子ども
から高齢のご両
親まで、みんな
が居心地よく住
めることが重要
です。

室内の床や壁、柱、家具などの木製品は、
多くは何らかの塗装がされています。
特に大量生産の製品はそのほとんどに
化学塗料が使われています。
近年、シックハウス症候群の原因となる、
化学物質による室内の空気汚染が問題
視されています。
お子さんやご家族
がアレルギー体質
なら業者にまず相
談する必要がある
でしょう。

リフォーム時には、住宅に関する法律
についても知っておく必要があります。
通常業者さんが把握しており問題の
起こることはあまりありませんが、知って
おきたい法律としては建築基準法があり
ます。建築基準法は住宅の安全性、居
住性、周辺環境への配慮を目的として
いる法律で、新築だ
けでなくリフォーム
時にも適用される
ので注意が必要です。
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住まい・リフォームの基礎知識❸

上記以外にも、いろいろな規制があります。各自治体に
よっても異なり、とても複雑なので正確なところは建築士
など専門家にご相談ください。

敷地
建物の投影面積

敷地
建物の投影面積

※建ぺい率と違い、外部階段は床面積には入りません。
※バルコニーは、2m以上突き出した場合、2mより
　先の分が床面積に入ります。

建ぺい率を算出する場合は、建物
の投影面積なので、2階の方が1階
より大きい場合は、2階の面積が
建築面積となります。

▲

2階の方が1階より大きい場合。
で算出します。

建ぺい率は、敷地に対して、建物の
投影面積（建築面積と言います）
が占める割合です。

▲

建ぺい率は建物の投影面積。

建ぺい率（％）＝建物の投影面積÷敷地面積×100建ぺい率（％）＝建物の投影面積÷敷地面積×100

延べ床面積（建物の全ての階の床面積を合計したもの）
を敷地面積で割ったものが、容積率になります。

▲

容積率は敷地面積に対する延べ床面積の割合。

容積率（％）＝延べ床面積÷敷地面積×100容積率（％）＝延べ床面積÷敷地面積×100

敷地面積に対して建てられる建物の大きさは、｢建ぺい率｣
と｢容積率｣で制限されています。
建ぺい率と容積率は地域ごとに細かく設定されていて、
厳しい地域では50坪の敷地であっても延べ床面積25
坪の小さな家しか建てられないこともあります。
設計をする上で重要な事項ですので、真っ先に確認する
必要があります。

知っておきたい！建築法規

住宅展示場などに出かけたり、雑誌・インターネット、または家を建てた人から話
を聞くなど、住まいづくりのための情報収集を行い、ライフスタイルや家族の要望
などとすりあわせながら、イメージを固めていきましょう。併せて資金の目途や施工
の時期などの大まかなプランニングも行うとよいでしょう。

1 情報収集し、まずイメージを固めよう。

大まかなプランニングができたら、土地探しや施工依頼先の選定など具体的に
動き始めます。土地探しは周辺環境の確認も兼ねて現地調査を必ず行い、総合的
に判断しましょう。建築の規制や地盤の確認も必要です。施工依頼先については、
住宅メーカーや設計事務所、工務店などそれぞれの特性を理解し、これからの住
まいづくりに一番合った依頼先をじっくり選びましょう。

2 土地・施工依頼先の決定はじっくり、しっかり。

土地や施工先が決まれば、プランニングを伝え、設計図面や見積もりを確認します。
その際、きっちりと相談しておくことが大切です。納得いくまで確認したら、いよいよ
契約です。トラブルを避けるためにも、契約書にはしっかり目を通し、不明点は解消
しておきましょう。

3 見積もりから契約まで、納得いくまで確認しよう。

着工前に、迷惑を考慮し、近隣へのあいさつを忘れないようにしましょう。工事は
地鎮祭から始まり、基礎工事、本体工事、内装・外装工事といった順に進みます。
家の基礎部分や構造など、完成後には確認できない部分もあるため、こまめに現場
に足を運び、進行を確認しましょう。

4 いよいよ着工、こまめなチェックと配慮を忘れずに。

無事に家が完成すると、引渡しの前に竣工検査を行います。設備の不具合がないか、
契約に沿って工事が行われたかなどを確認するためにも、必ず立ち会いましょう。
検査が終了すれば、いよいよ入居となります。

5 マイホームが完成！入居前にも必ず確認を。
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